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 大阪銀杏技術士会 規約 

第一章 総則  

第１条（名称） 本会は、大阪銀杏技術士会と称する。 

第２条（目的） 本会は、大阪大学に関係する技術士資格者の横断的な親睦・交流・連

携を促進することにより、広く社会一般の文化及び科学技術の進歩と発展に寄与する

とともに、会員の倫理の保持及び能力の向上を増進し、会員に共通する課題等の解決

を図る。 

第二章 会員  

第３条（会員） 本会の入会資格は、次に掲げる技術士または技術士制度に関心がある

個人又は法人で、本会の目的である「大阪銀杏技術士会」の設立に賛同する者とする。 

① 大阪大学の卒業者、修了者、その他研究生等の在籍経験者 

② 大阪大学の教職員及び教職員であった者 

③ 大阪大学の在学生 

④ ①から③に規定する個人が代表権を持つ法人 

⑤ その他大阪大学の関係者で会長が認めた者 

２ 会員はＥメールアドレスを所有し、Ｅメールによる連絡が可能な者とする。 

第４条（入会） 本会への入会は、本会が主催する会議等への出席又は書面等による入

会意思表示をもって完了する。入会した者は、次の事項の内、必須事項の①氏名、

②第３条入会資格該当事項、③現住所、並びに、任意事項の④技術士の技術部門・

選択科目・専門とする事項、⑤所属（組織等名、所在地、連絡先）、 

⑥（公社）日本技術士会会員番号、⑦その他申請者が本会に伝達が必要と考える事項を、

当会連絡用に選定したＥメールアドレスに届け出る。   

① 氏名     

② 第３条入会資格該当事項（卒業・修了・在籍年、学部学科・大学院研究科名専攻名、

学位取得年等）   

③ 技術士の技術部門・選択科目・専門とする事項 （技術士である場合は必須） 

④ 所属（組織等名、所在地、連絡先）（任意記入）   

⑤ 現住所    

⑥ （公社）日本技術士会会員番号 
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⑦ その他、申請者が本会に伝達が必要と考える事項（任意記入）   

２ 会長は入会者の名簿を調製し保管する。 

第５条（退会） 退会する者又はその代理人は、本人の退会事由を記載した書面、ＦＡ

Ｘ、Eメールのいずれかをもって会長に届け出る。 

２ 会員からＥメールアドレスの変更等の連絡がなく、メーリングリストによるＥメー

ルの連絡が６ヶ月以上できなくなった者は、第１項の退会の意思表示がなされものと

みなすことができる。 

３ 総会案内に対して出欠の連絡が３回連続して無かった場合、第 1 項の退会の意思表

示がなされたものとみなすことが出来る。 

第三章 役員  

第６条（役員） 本会に次の定員・役割を持つ役員を置く。 

 役職       定員    役割  

会長       １名    本会を代表し会務を総理するとともに総会、役員会の

議長となる。 

副会長     若干名   会長を補佐し、会長に事故あるときは会長を代行する。 

幹事       若干名    本会事務全般の運営及び事業推進等を担当する。  

  顧問        若干名     本会の運営並びに本会と国立大学法人大阪大学や公益

社法人日本技術士 

との連携について相談に応じ助言する。 

２ 役員は無報酬とする。 

第７条（役員の任期） 役員の任期は２年とする。但し再任を妨げない。 

第８条（役員の選任） 会長、副会長、顧問は総会で選任する。 

2 幹事、幹事長は会長が選任する。 

第四章 会議 

第９条（会議） 本会の会議は、総会、役員会とする。 

第１０条（総会） 総会は定時総会及び臨時総会とする。 

２ 定時総会は、年１回以上開催する。 

３ 臨時総会は、会長が必要と認めた時に開催する。 
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４ 総会は、過年度活動報告・当該年度活動計画、役員の選任、その他役員会が必要と

認める事項について審議する。 

５ 総会は、役員会の承認に基づき会長が招集する。 

６ 総会は、会員の過半数の出席により成立し、総会の議事は議長を含む出席した会員

の過半数により決する。 

７ 総会の招集及び議決を、Ｅメール等を用いた電子投票等の方法により行うことを妨

げない。この場合、前項に規定する総会成立定足数をＥメール等の返信数で読み替え

ることができる。 

８ 総会で審議する議案は、総会招集通知とともに、全会員に Eメールで送信する。 

第１１条（役員会） 役員会は会長が必要に応じて招集する、 

２ 役員会の招集、議事及び運営は第９条の総会の規定に準じる。但し、同条第９項の

規定を除く。 

第五章 事業等  

第１２条（事業年度）本会の事業年度は、毎年４月１日から３月末日までとする。 

２ 初年度は、設立総会開催期日から当該年の３月末日までとする。 

第１３条（経費） 当会の経費は、当会の会合開催の都度必要額を参加者から徴収す

ることにより賄い、年会費は徴収しない。 

第六章 附則 

第１４条（協力と支援）公益社団法人日本技術士会及び一般社団法人大阪大学工業会が

行う事業への協力と支援を行う。 

第１５条（規約の改正） この規約は会員の過半数の同意を得て改正することができる。 

第１６条（運用細則等への委任） この規約に定めの無い規約運用等の詳細は、役員会

が別に定める細則によることができる。 

第１７条（附則） この規約は２０１８年５月１日から適用する。 

               規約制定：２０１２年３月３１日 

               規約改正：２０１８年５月１日 

以 上 


